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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

第
２
回　

６
月
28
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

　

内
容
【
検
査
・
画
像
診
断
・
投
薬
・
麻
酔
、
処
置
、
手
術
】

第
３
回　

７
月
26
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

　

内
容
【
歯
周
疾
患
、
歯
冠
修
復
・
ブ
リ
ッ
ジ
、
有
床
義
歯
】

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

※
『
２
０
１
４
年
改
定
の
要
点
と
解
説
』『
歯
科
保
険
診
療

の
研
究
（
２
０
１
４
年
４
月
版
）」』
を
テ
キ
ス
ト
と
し
ま

す
。
ご
持
参
く
だ
さ
い

社
保
講
習
会

日
時　

７
月
６
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

30
人

講
師　

西
出
知
子
氏
（
接
遇
マ
ナ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

会
費　

会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ
３
千
円

大
阪
市
西
部
・
南
部
地
区
共
催

洗
練
さ
れ
た
接
遇
・
マ
ナ
ー
基
礎
編

日
時　

７
月
13
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

関
野
愉
氏
（
日
本
歯
科
大
学
生
命
歯
学
部
准
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

７
月
度
生
涯
研
修

歯
周
治
療
の
た
め
の
最
新
の
エ
ビ
デ
ン
ス

日
時　

７
月
26
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜
５
時
30
分

会
場　

保
険
医
会
館

講
師　

冨
本
昌
之
氏
（
港
区
）、
副
島
之
彦
氏
（
門
真
市
）

資
料
代　

 

会
員
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円
（『
新
規
開
業
医

の
手
引
き
』
２
０
１
０
年
版
ほ
か
）

定
員　

50
人

内
容　

 

開
業
時
に
あ
わ
て
な
い
た
め
に
、
勤
務
医
時
代
に
知

っ
て
も
ら
い
た
い
開
業
の
基
礎
を
お
話
し
ま
す
。
ま

た
、
新
規
開
業
の
届
出
に
つ
い
て
も
お
話
し
ま
す

こ
れ
か
ら
開
業
を
考
え
る「
新
規
開
業
セ
ミ
ナ
ー
」

日
時　

７
月
13
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

 

高
槻
市
中
消
防
署
（
Ｊ
Ｒ
「
高
槻
」
駅
徒
歩
10
分
、

高
槻
市
桃
園
町
４
―
30
）

講
師　

高
槻
市
中
消
防
署
員　
　

定
員　

30
人

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
・
家
族
無
料

三
島
地
区

普
通
救
命
講
習
〜
心
肺
蘇
生
法
か
ら
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
法

ま
で
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大
河
ド
ラ
マ
の
楽
し
み

江
川
永
修
（
高
槻
市
）

　

今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ
「
黒
田
官
兵
衛
」
が
始
ま

っ
て
早
く
も
６
カ
月
が
経
っ

た
。
私
は
十
数
年
来
の
大
河

フ
ァ
ン
で
あ
る
。

　

12
年
前
に
開
業
し
た
頃
か

ら
、「
利
家
と
ま
つ
」
に
始

ま
り
、
最
近
の
「
平
清
盛
」

「
八
重
の
桜
」
と
見
続
け
て

き
た
。
き
っ
か
け
は
、
よ
く

覚
え
て
い
な
い
が
、
診
療
と

経
営
に
責
任
を
持
つ
立
場
に

な
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
か
も

し
れ
な
い
。
七
転
び
八
起
き

す
る
主
人
公
た
ち
に
、
小
さ

い
な
が
ら
も
「
一
国
一
城
」

歴
史
案
内
を
聞
き
な
が
ら
、

普
通
は
見
ら
れ
な
い
角
度
か

ら
の
姫
路
城
石
垣
や
姫
路
城

の
原
始
林
を
見
学
し
た
ほ

か
、
家
老
屋
敷
公
園
に
設
置

さ
れ
た
「
大
河
ド
ラ
マ
館
」

を
訪
ね
た
。

　

大
河
ド
ラ
マ
の
舞
台
と
な

う
な
気
が
し
て
、
ま
ん
ざ
ら

で
も
な
い
。

　

日
本
一
美
し
い
と
言
わ
れ

る
姫
路
城
を
眺
め
な
が
ら
、

れ
ば
、
ご
当
地
の

自
治
体
は
こ
う
し

た
案
内
施
設
を
準

備
し
て
観
光
客
の

誘
致
に
精
を
出
し

て
い
る
。
館
内
に

は
、
出
演
者
の
小

道
具
や
、
服
装
な

ど
が
展
示
さ
れ
て

い
る
。
ミ
ー
ハ
ー

と
言
わ
れ
る
と
返

す
言
葉
も
な
い

が
、
小
道
具
や
衣

装
の
実
物
を
見
た

後
で
、
ド
ラ
マ
で

実
際
に
使
わ
れ
る

シ
ー
ン
に
出
く
わ

す
と
、
得
し
た
よ

喫
茶
店
で
く
つ
ろ
い
だ
。
陽

が
落
ち
る
の
を
待
っ
て
、
駅

前
の
居
酒
屋
へ
足
を
運
ぶ
の

が
お
決
ま
り
の
プ
ラ
ン
で
あ

る
。
地
元
の
お
酒
で
郷
土
料

理
に
舌
鼓
を
打
た
な
け
れ

ば
、
旅
が
締
ま
ら
な
い
。
姫

路
名
物
の
お
で
ん
を
肴
に
、

地
酒
で
杯
を
重
ね
る
と
、
姫

路
の
夜
は
あ
っ
と
い
う
間
に

更
け
て
い
っ
た
。

　

も
う
一
つ
の
黒
田
官
兵
衛

ゆ
か
り
の
舞
台
は
、
福
岡
市

で
あ
る
。
時
間
を
つ
く
っ

て
、
ド
ラ
マ
が
終
わ
る
前

に
、
ぶ
ら
り
と
訪
ね
て
み
よ

う
と
思
っ
て
い
る
。

　

江
川
先
生
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
次
回
は
高
石

市
開
業
の
下
井
戸
博
昭
先
生

で
す
。

の
主
と
な
っ
た
自
分
に
力
を

も
ら
い
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う

か
…
。

　

ド
ラ
マ
を
見
る
こ
と
に
加

え
、
も
う
一
つ
の
楽
し
み

が
、
舞
台
と
な
る
土
地
を
訪

ね
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
際

に
は
、
近
場
で
あ
っ
て
も
あ

え
て
一
晩
泊
ま
っ
て
現
地
で

過
ご
す
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

こ
の
春
に
は
、
早
速
、
最

寄
り
の
中
国
吹
田
イ
ン
タ
ー

か
ら
車
を
飛
ば
し
て
ご
当

地
、姫
路
城
へ
足
を
運
ん
だ
。

　

姫
路
城
で
は
、
城
の
内
濠

に
浮
か
ぶ
船
上
で
ガ
イ
ド
の

　

協
会
は
、「
非
歯
原
性
歯
痛

の
診
断
と
治
療
」
を
テ
ー
マ

に
５
月
度
生
涯
研
修
を
５
月

11
日
、
徳
島
大
学
大
学
院
教

授
・
松
香
芳
三
氏
を
講
師
に

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
い
た
。

96
人
が
参
加
し
、
関
心
の
高

さ
を
う
か
が
わ
せ
た
。

　

非
歯
原
性
歯
痛
の
原
疾
患

に
は
、
筋
、
筋
膜
性
歯
痛
、

神
経
障
害
性
歯
痛
、
精
神
疾

患
や
心
理
社
会
的
要
因
が
あ

げ
ら
れ
る
。

　

松
香
氏
は
、
非
歯
原
性
歯

痛
で
は
、
歯
髄
炎
や
歯
周
炎

の
症
状
が
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
画
像
所
見
、
客
観
的

診
査
に
よ
っ
て
異
常
が
な

は
、
説
明
を
十
分
に
行
い
、

患
者
と
の
信
頼
関
係
の
構
築

に
努
め
る
こ
と
の
重
要
性
を

強
調
。
大
き
な
施
術
を
拙
速

に
行
わ
な
い
こ
と
や
、
痛
み

を
伴
う
治
療
に
は
麻
酔
を
十

分
に
行
う
こ
と
を
ア
ド
バ
イ

ス
し
た
。

　

講
習
は
「
日
本
口
腔
顔
面

痛
学
会
よ
り
非
歯
原
性
歯
痛

　

臨
床
・
学
術
部
は
、
医
療

従
事
者
と
し
て
の
必
要
な
接

遇
マ
ナ
ー
や
専
門
知
識
を
身

に
つ
け
て
も
ら
お
う
と
、
新

人
ス
タ
ッ
フ
総
合
講
座
を
５

月
18
日
に
開
い
た
。
歯
科
衛

生
士
、
歯
科
助
手
合
わ
せ
て

受
講
者
に
対
応
を
考
え
さ
せ

た
上
で
、
模
範
例
を
示
す
実

践
的
な
講
習
を
実
施
。
い
ず

れ
の
ケ
ー
ス
も
患
者
へ
の
心

遣
い
が
基
本
で
あ
る
こ
と
を

強
調
し
た
。

　

助
手
編
で
は
、
西
川
眞
二

診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
沿

っ
て
行
わ
れ
た
（Minds

の

Ｈ
Ｐ
の
歯
科
項
目
か
ら
全
文

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
）。

 

（
東
住
吉
区
・
森
啓
）

氏
（
臨
床
・
学
術
部
員
）
が

『
デ
ン
タ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
た

め
の
歯
科
保
険
診
療
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
』
を
テ
キ
ス
ト
に
自

身
の
経
験
談
も
交
え
、
受
付

事
務
の
基
礎
知
識
と
歯
科
診

療
の
流
れ
を
解
説
し
た
。

　

衛
生
士
編
で
は
、
臨
床
・

学
術
部
員
の
ベ
テ
ラ
ン
衛
生

士
が
講
師
を
務
め
た
。
４
種

類
の
ブ
ラ
シ
や
フ
ロ
ス
を
用

い
て
、
相
互
実
習
な
ど
を
お

こ
な
っ
た
。

　

講
座
の
最
後
に
修
了
証
を

発
行
し
た
。
参
加
者
か
ら
は

「
様
々
な
症
例
に
合
わ
せ
た

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
の
改
善
法
を

学
べ
た
」「
患
者
役
を
経
験

し
、
歯
ブ
ラ
シ
の
違
い
で
感

じ
方
が
変
わ
る
点
な
ど
実
感

で
き
た
」
な
ど
感
想
が
寄
せ

ら
れ
た
。

 

（
東
大
阪
市
・
西
川
眞
二
）

く
、
当
該
歯
へ
の
麻
酔
で
疼

痛
が
改
善
し
な
い
場
合
は
、

非
歯
原
性
歯
痛
を
疑
っ
て
よ

い
と
指
摘
し
た
。

　

心
の
不
安
や
心
理
社
会
的

ス
ト
レ
ス
を
身
体
症
状
の
か

た
ち
で
訴
え
る
「
身
体
化
」

を
呈
す
る
患
者
に
は
、
不
可

逆
的
処
置
は
行
わ
ず
、
精
神

科
の
受
診
を
勧
め
る
よ
う
ア

ド
バ
イ
ス
。

　

治
療
法
に
つ
い
て
松
香
氏

は
、
三
環
系
抗
鬱
剤
や
抗
て

ん
か
ん
薬
な
ど
の
薬
物
療
法

が
中
心
と
な
る
こ
と
な
ど
を

紹
介
し
た
。

　

治
療
に
よ
り
口
腔
顔
面
痛

を
発
症
さ
せ
な
い
た
め
に

非歯原性歯痛の診断と対処法
について講演する松香氏　　
＝５月11日、M＆Dホール　　

ブラッシングを相互実習する　
参加者＝５月18日、保険医会館

５ 月 度
生涯研修

臨床・学術部

非
歯
原
性
歯
痛
へ
の
対
処

松
香
氏〝
患
者
と
の
信
頼
関
係
〞構
築
を

患者への心遣いが基本
新人スタッフ総合講座に111人

１
１
１
人
が
参

加
し
た
。

　

接
遇
マ
ナ
ー

で
は
、
水
原
道

子
氏
（
大
手
前

短
期
大
学
教

授
）
が
講
師
を

務
め
、
医
療
現

場
で
起
こ
る
事

例
に
つ
い
て
、

日
時　

７
月
27
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

佐
々
木
昇
氏
（
尼
崎
中
央
病
院
・
歯
科
口
腔
外
科
部

長
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

大
阪
市
東
部
・
北
部
地
区
主
催

口
腔
外
科
シ
リ
ー
ズ
企
画
第
２
弾


